
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 だより No.５ 

令和２年１０月１日発行 

当日はさわやかな秋の風の中、大河津小学校の児童・保護者の皆さんをはじめ地域内外から、約 360人のご

参加をいただきました。寺泊いやしの郷から山ノ脇地区をめぐる 5 キロと 7 キロのコースでは、地区の皆さん

の声援を受け、エイドでは地元の梨とブドウで喉をうるおし、ビンゴカードでは見つけた花やお地蔵さんなどの

チェックをしながら、楽しく心地よい汗を流していただけました。 

新型コロナウイルスが心配される中、開催にあたっては山ノ脇地区の皆さんによる草刈り等の準備からおも

てなしのご協力、いやしの郷の全面的な支援、西蒲区を歩こう会の方から歩行ボランティアのサポートを受けて

無事に実施することができました。てらスポ！応援隊をはじめ、ボランティアスタッフ50人も大活躍でした。 

今年は新型コロナウイルスの影響から、ビーチスポーツコートの活用を考えた真夏のイベント実施に代わり 

「海の終わりの大清掃、環境を考える」をテーマに実施しました。ＥＳＧ（環境・社会貢献・企業統治（情報公開））

を念頭に、昨年から新規に始めた「スポＧＯＭＩ寺泊大会」に加え、「たき火の会」協力のもと、ふるさと寺泊の

海を守る活動として充実を図りました。 

スポGOMI寺泊大会では《てらどまり体操》での準備運動から、本山地区の和田さん一家「大清掃クリーン

ファミリーズ」による『大好きな寺泊の海をきれいにします!』とかわいい選手宣誓、全員での『ごみ拾いはス

ポーツだ❕❕』の掛け声で32チーム・11３人の方より、総重量879.57Kgのごみを拾っていただきました。 

優勝は、寺泊町商工会青年部 A チーム。日頃より魚の市場通りなどのごみ拾いボランティアをしていられ

る青年部長を筆頭に、チームワークのよさが成果に現れましたね。おめでとうございます！ 

準備段階の急な雨で、残念ながら砂浜コンサートの会場が寺泊体育館に移動となりましたが、気分は夕日

の海を眺めながらの雰囲気で心地よい音楽を聴くことができました。途中、ESG をテーマにしたトークタイ

ムでは、新潟県、長岡市、民間それぞれの立場でごみ対策と寺泊の今後について熱く語っていただき、充実し

た内容となりました。   

秋の澄んだ空気で、弥彦山・佐渡島がくっきり見える最高の景色の中、親子・友人・職場の仲間とともに、 

気分転換になるひと時となったようです。 

  

 

 

 
 

 


